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岩木山麓に位置する岩木町には、薬師遺跡や小森山遺跡をはじ

めとする、学史上重要な埋蔵文化財が数多く包蔵されております。

青森県教育委員会では、ふるさと農道緊急整備事業に伴う埋蔵文

化財発掘調査を平成 8年度に実施し、根の山遺跡は縄文時代と中

世の遺物が出土し、長い時代にわたって人々が生活した遺跡であ

ることが明らかになりました。特に、配石遺構は縄文時代の社会

を考える上で重要なものです。

この調査成果が広く文化財の保護と研究に活用され、また地域

社会の歴史教育や地域住民の文化財保護の意識の高揚につながる

ことを期待します。

最後に、平素より埋蔵文化財の保護に対し御理解を賜っている

青森県農林部並びに岩木町教育委員会、発掘調壺の実施及び報告

書の作成にあたり御指導、御協力を賜った関係各位に対しまして、

厚くお礼申し上げます。

平成10年3月

青森県教育委員会

教育長 木公 翡ミ 71( ネ右



例 言

ー 本報告書は、青森県教育庁文化課が平成 8年度にふるさと農道緊急整備事業に伴い実施した、岩

木町根の山遺跡の発掘調査報告書である。

2
 
本遺跡は、青森県教育委員会が編集発行した『青森県遺跡地図』（平成 4年 3月）に、遺跡番号

23005として登録されている。

3
 
本報告書は青森県教育庁文化課が編集作成した。執筆者の氏名は文末に付した。

4
 
引用・参考文献は、巻末に記した。

5
 
本報告書に掲載した地形図（遺跡の位置）は、建設省国土地理院発行の 2万5千分の 1の地形図

を複写したものである。

6
 
挿図の縮尺は、図ごとにスケールを付した。なお、遺物写真の縮尺は1/3に統一した。
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本文・図中の表現は、原則として次の様式、基準に従った。

土層 自然堆積層番号はローマ数字を、遺構内の堆積層番号は算用数字で表示した。

遺構内外の堆積土の注記は、『新版標準土色帳』（小山正忠、竹原秀雄 1993) を用いた。

遺構実測図の水糸レヴェルは海抜を示す。

8
 
石器・剥片の遺存状態について、断口面（折れ面）が認められる場合には、以下の定義に従い記

述上「折断」「折損」を区別した。

折断：石器の加工または石器素材の分割を目的とした意図的な折断と認められる場合、またはそ

の可能性の考えられる場合をさす。

折損：各器種に本来備わる定型的な機能形態が折れによって損なわれた場合をさす。石器の使用

過程での折れと、製作時の調整過程での折れが含まれる。

，
 

発掘調査における出土遺物・実測図・写真等は、青森県教育庁文化課で保管している。

10 第14図83に掲載した注口土器の復元実測については、県埋蔵文化財調査センター鈴木克彦氏が

行った。

11 発掘調査及び本報告書の作成にあたり、次の諸氏から御協カ・御助言を頂いた（順不同・敬称

略）。畠山昇工藤幸男笹森一朗大田原潤木村高赤羽真由美三國良一茅野嘉雄

佐藤智生
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第 1図 遺跡の位置と周辺の遺跡



第 1章 調杏に至る経過と調在要項

第 1節調究に至る経過

平成 7年の夏、青森県農林部から岩木町根の山地区でふるさと農道緊急整備事業が計画され、根の

山遺跡に一部、計画道路がかかり、発掘調査についての協議の申し入れがあった。県農林部、岩木町、

県埋蔵文化財調壺センター等の関係者で現地調査を行うと共に、発掘調査についての取り扱いについ

て協議した。当時、地元岩木町には埋蔵文化財の専門職員が配置されていなく、発掘調査面積が小面

積などから、県文化課が平成 8年度前半に発掘調査を実施することとした。 （相馬 信吉）

第2節調在要項

1 調査目的

ふるさと農道緊急整備事業の実施に先立ち、当該地区に所在する根の山遺跡の埋蔵文化財発掘

調査を行い、その記録保存を図り、地域社会の文化財の活用に資するものである。

2 遺跡名および所在地 根の山遺跡（県遺跡番号23005)

3 発掘調査期間

4 調査対象面積

5 調査委託者

6 調査受託者

7 調杏担当機関

8 調査協力機関

9 調査体制

中津軽郡岩木町大字百沢字山田 2-1,35-5外

平成 8年5月7日から同年 5月24日まで

270平方メートル

青森県農林部

青森県教育委員会

青森県教育庁文化課

岩木町教育委員会

青森県教育庁文化課埋蔵文化財班

総括主幹班長事務取扱三浦圭介

主幹相馬信吉

主事渡部泰雄

主事松谷泰英

主事鈴木和子

主事 佐々木雅裕（現、青森県埋蔵文化財調査センター）
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第2章調在の方法と経過

第 1節調資の方法

1 グリッドの設定
調査区域内におけるグリッドの設定に際し、先ず道路建設用幅杭 LOO45を基準点に、 LOO45と

L0046とを結ぶ見通した軸線を北東ー南西方向の基準線と定め、さらに、この基準線に対し基準点

L0045部分で直交する軸線を北西一南東方向の基準線と定めて座標軸を設定した。

1グリッドの規模は 4mX4mに設定し、各グリッドには北東一南西方向では北東から南西へ 1. 

2・3……と算用数字を、北西一南東方向では北西から南東へA・B・C……とアルファベットを付

し、グリッドの呼称は北西隅の交点を使用することにした。また、標高原点は、道路改良工事用の測

量原点から移動し、調査区域内に 2箇所設置した。

2 調査方法
発掘調査にあたり、土壌の層位的な堆積状況を観察するために、調査区の境界部分を基本土層観察

用のベルトとし、層位的に各グリッドごとに掘り進めた。その際、基本土層の名称は、表土から下位

にローマ数字を付すことにした。なお、土層観察にあたっては、『標準士色帖』を用い注記した。

遺構は、確認順に番号を付し、堆積土層観察用のセクションベルトを設け、土層を観察しながら精

査を進めた。その際、遺構の規模や形状に応じてセクションベルトの設定方法を変更した。

土層の名称は、基本的に上位から下位に、左から右に算用数字を付して呼称した。土層観察にあたっ

ては、『標準土色帖』を用い注記した。

遺構の実測に際しては、グリッド軸線を基準とし、水糸による簡易遣り方測量で行った。縮尺は20

分の 1を基本としたが、形態や規模に応じて、適宜縮尺を変更した。

また、記録保存のため、土層の堆積状況、遺物の出土状況、遺構の完掘状況を中心に、写真撮影を

行った。その際、使用するフィルムは、 35mmのモノクロームとカラーリバーサルの 2種類を用いた。

遺構内出土遺物は、遺構単位で層位ごとに取り上げることを原則とした。また、遺構外出上遺物に

関しては、グリッド単位で出土層位ごとに取り上げた。取り上げに際しては、遺構単位及びグリッド

単位ごとにカードを使用し、出土地点、層位、取り上げ期日を明記した。 （佐々 木雅裕）

第2節調在の経過

平成 8年5月7日に現場に発掘器材ー式を搬入し、環境整備及び調査区設定のための基本杭を打ち

始める。翌日から、調査区の設定作業と並行し、表土剥ぎに着手した。現道を挟んだ調査区の両側か

ら、徐々に配石遺構等が確認されてきた。わずかに数百吋の面積の中に、かなりの密度で遺構・遺物

が検出され、当初計画の 2週間（正味10日）の調査期間では終了不可能な見込みとなった。そこで、

県農林部・岩木町等の関係機関と協議したところ、調査期間を 1週間延長することとした。途中、天

候不順で調査完了が危ぶまれたが、 5月24日にようやく、全ての作業を終了した。

（相馬信吉）
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第 3 章    遺跡の環境

第 1 節   基本層序

本調査区は、岩木山を水源とする平沢川の南側段丘面頂部から北側の緩斜面に位置し、調査区内にお

いて堆積状況に若干の違いが認められる。段丘面頂部付近は比較的堆積土が薄く、緩斜面部は傾斜に

従い層厚を増す。第２図は、発掘調査区北側緩斜面の層序を示している。Ⅲ層が２分される状況はこ

の区域に限るものであって、遺跡全体を包括しているものではない。以下、各層について記述する。

（佐々木雅裕）

第 2 節    遺跡の位置と周辺の遺跡

根の山遺跡は青森県の西部に位置する岩木町に所在する。岩木町は津軽地方の中心都市である弘前

市の西隣にあり、人口約12,000人程で、リンゴと米の産地でもある。町の西端には、津軽のシンボル

である「霊峰岩木山」（標高1,625ⅿ）がそびえ、岩木山神社、高照神社など津軽藩ゆかりの古社など

が多い。岩木山に詣でる行事は、国の重要無形民俗文化財に指定されている。

根の山遺跡は、岩木山麓の南斜面、標高約220ⅿにあり、遺跡の北・南には、岩木山からの雪解け

水が流れる小川がある。遺跡の部分は周辺より数メートル高くなっており、比較的水はけ、日当たり

は良好であったと思われる。遺跡周辺は、現在はほとんど水田となっており、遺跡部分に祠があった

ため、周辺の林と共に、かろうじて開田から免れ、現在まで残ったものと思われる。

遺跡は昭和30年代に青森県教育委員会が全県下、一斉の行った遺跡分布調査の際、戸沢武氏によっ

て発見されたものである。その際の調査カードに添えられた写真には、先の祠の中に大型の石棒が5，

6点「御神体」のように納められている場面が写っている。その他、大型の扁平な石も見られるが、

今回の発掘調査で出土した配石遺構の用いられた石の同類のものと考えられる。

I 層 黒色土 Hue7.5YR1. 7 /1 表土層。粘性・湿性が乏しく、しまりに
L =223.38m 

欠ける。草根を多量に含む。

II 層黒褐色上 HuelOYR3/l 粒子が細かく、粘性・湿性は若干認めら
れるが、しまりにやや欠ける。細礫を若

干混入する。

ma層黒褐色土 HuelOYR2/3 粒子が細かく、しまり・粘性ともにある。

ill b層にぶい Huel0YR4/3 旧a層に比べ明るい色調を有する。粘

黄褐色土 性・湿性がやや乏しく、しまりにも欠け

る。

w 層黄褐色土 Huel0YR5/6 粒子が細かく、粘性・湿性はあるが、し
まりに欠ける。

V v 層 基盤層。

゜
lm 

第2図基本層序
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  岩木町内には、現在のところ27カ所の遺跡が確認されている。その多くは岩木山麓に所在し、時代

的には、縄文時代の後期・晩期がもっとも多く、ついで中世の館跡が多い。岩木町の遺跡に考古学の

メスが初めて入ったのは、昭和30年代中頃に岩木山麓のパイロット事業の実施に先立つ、大規模な発

掘調査である。このときに発掘調査が行われた遺跡は、湯の沢・薬師・常盤野・小森山東部・寺沢・

小森山西部・岩木山神社元宮・一本木沢などである。その後、しばらくブランクがあり、昭和50年代

半ば、荒神山遺跡の発掘調査が村越潔氏らによって行われた。

  また、平成5・6年度には、弘前市教育委員会によって東岩木山（2・3・5）遺跡、山田遺跡の

試掘調査が行われている。平成7年度には岩木町教育委員会（発掘担当者葛西励氏）によって、大浦

城に初めて考古学的メスが入った。                                            （相馬  信吉）

周辺の遺跡一覧

番号 遺跡名 所 在 地 時 代 種 別

1 カラカ遺跡 岩木町常盤野 中世 館跡

2 上黒沢遺跡 岩木町常盤野字上黒沢 平安 散布地

3 常盤野遺跡 岩木町常盤野字湯段藩 平安 集落跡

4 白沢館遺跡 西目屋村白沢字山内 中世 館跡

5 山田遺跡 岩木町常盤野字山田 縄文 散布地

6 小森山西部遺跡 岩木町百沢字東岩木山 縄文（後） 散布地

7 小森山東部遺跡 岩木町百沢字東岩木山 縄文（後・晩） 散布地

8 寺沢遺跡 岩木町百沢字寺沢 縄文（後・晩） 散布地

， 木山神社元宮遺跡 岩木町百沢字寺沢 縄文• 平安 散布地

10 獅子沢遺跡 岩木町百沢字獅子沢 平安 散布地

11 新法師経塚遺跡 岩木町新法師字泉 不明 経塚

12 小松野遺跡 岩木町百沢字小松野 縄文（後） 散布地

13 平見岱遺跡 岩木町百沢字裾野 縄文• 平安 散布地

14 桜庭館遺跡 弘前市桜庭 中世 館跡

15 黒土館遺跡 弘前市黒土 縄文（後）・中枇 散布地・館跡

16 稲荷館遺跡 弘前市国吉字坂本 中世 館跡

17 山伏館遺跡 弘前市国吉 縄文（後）・中世 散布地・館跡

18 坂本館 弘前市国吉字坂本新田 中世 館跡

19 国吉館遺跡 弘前市国吉字坂本新田90 縄文（後）・中恨 散布地・館跡

20 高野館遺跡 弘前市国吉字耕田28 縄文（後）・中世 散布地・館跡

21 古屋敷 弘前市国吉字村本 中世 館跡

22 国吉板碑群遺跡 弘前市国吉字村本247 平安 祭祀

23 東岩木山(1)遺跡 岩木町百沢字東岩木山 縄文 散布地

24 東岩木山(2)遺跡 岩木町百沢字東岩木山 縄文• 平安 散布地

25 東岩木山(4)遺跡 岩木町百沢字東岩木山 縄文 散布地

26 東岩木山(3)遺跡 岩木町百沢字東岩木山 縄文 散布地

27 東岩木山(5)遺跡 岩木町百沢字東岩木山 縄文 散布地

28 一本木沢遺跡 岩木町百沢字東岩木山 縄文（後） 集落跡

29 薬師遺跡 岩木町新岡字片付 縄文（前・中•後・晩） 墳墓



第4章検出遺構と出t遺物

本調査において検出された遺構は、配石遺構9基、溝跡 3条である（第 3図）。これらの遺構は、

緩斜面上位の比較的平坦な面（調査区南側）に溝跡（第 5図）、下位の緩斜面（調査区北側）に配石

遺構（第 4図）が位置し、調査区を南北に 2分する分布傾向が認められる。

第 1節配石遺構

配石遺構は、合計 9基検出された。これらの中には、配石遺構を構成する礫が部分的に欠落したと

考えられ、全体形状を把握し難いものも存在する。その場合、検出された配石遺構間との比較検討に

より、可能性を考慮し、配石遺構として含めた。

第 1号配石（第4・6図）

［位置と確認] E-10グリッドに位置している。第III層上面を精査中に検出された。

［規模と形状］ 規模は東西87cm、南北118cmを測る。 4点の礫で構成されるが、東側が調査対象区

外となっており、また西側端部の礫が欠落するものと思われ、全体形状を把握し難い。

［施設］ 配石の下部に、土坑等の施設は検出されなかった。また同様に、内部およびその周囲に、

焼士や炭化物等は確認されなかった。

［出土遺物］ 配石を構成する礫間中より、遺物は出土していない。

第2号配石（第4・6図）

［位置と確認] C-12グリッドに位置している。第1II層を精査中に配石上部を検出した。

［規模と形状］ 配石を構成する礫の大部分が欠落するものと考えられ、全体形状を把握することは

困難である。構成礫は 2点残存するのみで、互いの長軸を同一直線上に配列している。その規模は長

さ78cmを測る。この規則性に加えて、礫質が基盤層中に含まれる礫と相違する点も本遺構の人為的側

面を傍証する材料と考え、ここでは配石遺構として扱うことにする。

［施設］ 配石の下部に、土坑等の施設は検出されなかった。また同様に、内部およびその周囲に、

焼土や炭化物等は検出されなかった。

［出土遺物］ 配石を構成する礫間中より、僅かに土器が 1点出土している。第 9図1は深鉢形土器

の胴部破片である。単節LRを縦位に施文する。

第3号配石（第4・6図）

［位置と確認] C-12グリッドに位置している。第m層上面を精壺中に検出された。

［規模と形状］ 規模は、東西105cm、南北63cmを測る。配石を構成する東端部の礫を一部欠落する

ものと思われるが、南側が開口する「C」字形を基調とする。南端には、構成礫中で最も大きい長軸

46cmの礫を配置している。また、開口部の方位はおよそS-5°-E方向を示している。

［施設］ 配石の下部に、土坑等の施設は検出されなかった。また同様に、内部およびその周囲に、
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焼土や炭化物等も検出されなかった。

［出土遺物］ 配石を構成する礫間中より、遺物は出土していない。

第4号配石（第 4・6図）

［位置と確認J C-11グリッドに位置している。第III層上面を精査中に検出された。

［規模と形状］ 第2号溝跡と重複関係にあると考えられ、互いの端部を合わせた大形の角礫2点が

並列するのみである。全体形状を把握することは困難であるが、人為的側面を傍証するものと考え、

ここでは配石遺構として扱う。

［施設］ 配石の下部に、土坑等の施設は検出されなかった。また同様に、内部及びその周囲に、焼

土や炭化物等も検出されなかった。

［出土遺物］ 配石を構成する礫間中より、遺物は出士していない。

第5号配石（第 4・7図）

［位置と確認] C-11グリッドに位置している。第1II層上面を精査中に検出された。

［規模と形状］ 検出された配石遺構の中で最も規模が大きく、大形の扁平礫で構成される。規模は

東西210cm、南北130cmを測り、南側が開口する「C」字形を基調とする。開口部方位はおよそs-

5°-E方向を示している。構成礫中に石皿2点を含む (S-1、S-2)。

［施設］ 配石の下部に、土堀等の施設は検出できなかった。また同様に、内部及びその周囲に、焼

土や炭化物等も検出されなかった。

［出土遺物］ 配石を構成する礫間中より、縄文時代後期中葉の士器片 3点が出土した。第 9図2は

大波状を呈する深鉢形土器の口縁部資料で、口縁端部の肥厚が顕著である。口縁の波形に沿って沈線

がめぐり、刻目が施される。その下位をミガキ調整を施し無文帯とする。第 9図3は深鉢形土器の頚

部から胴上半部資料で、頚部が屈曲し、胴部が張り出す器形である。横位並行沈線で区画し、上位に

刻目を施し下位はミガキ調整により無文帯にする。第 9図4は深鉢形土器の頚部資料で、口頚部が外

傾して開く。屈曲部の上位をミガキ調整により無文帯とし、下位は単節RLを横位に施す。

第10図15・16は石皿である。いずれも第 5号配石を構成する礫に含まれる。 15(S -1) は板状の

礫を素材とし、表裏両面に著しいくぼみと研磨痕が観察される。長さ48.3cm、幅37.6cm、厚さ11.3cm、

重量23,000gである。 16(S -2) は大形の扁平礫を素材とし、表面には使用による著しいくぼみが

観察される。長さ50.7cm、幅47.2cm、厚さ14.5cm、重量54,800gである。

第6号配石（第4・7図）

［位置と確認J c-10~11 グリッドに位置している。第 m層上面を精査中に検出された。

［規模と形状］ 規模は、東西が90cm、南北が80cmを測る。東端部に位置する礫が規則的に重なり合

い、礫間相互の配置に一部乱れが認められるものの、南側が開口する「C」字形を基調とするものと

思われる。また、開口部はおよそ S-48°-W方向を示している。

［施設］ 配石の下部に、土坑等の施設は検出できなかった。また同様に、内部及びその周囲に、焼

土や炭化物等も検出されなかった。
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［出土遺物］ 配石を構成する礫間中より、遺物は出土していない。

第7号配石（第 4・7図）

［位置と確認J C-10グリッドに位置している。第rn層上面を精査中に検出された。

［規模と形状] 9点の礫で構成される。東西50cm、南北42cmの狭い範囲に同ーサイズの円礫および

大形の角礫が分布している。

［施設］ 配石の下部に、土坑等の施設は検出できなかった。また同様に、内部及びその周囲に、炭

化物や焼土も検出されなかった。

［出土遺物］ 配石を構成する礫間中より、遺物は出土していない。

第8号配石（第 4・7図）

［位置と確認J C-10グリッドに位置している。第Ill層上面を精査中に検出された。

［規模と形状] 7点の礫で構成される。東西55cm、南北50cmの狭い範囲に、同一サイズの円礫およ

び角礫が分布している。

［施設］ 配石の下部に、土坑等の施設は検出できなかった。また同様に、内部及びその周囲に、焼

土や炭化物も検出されなかった。

［出土遺物］ 配石を構成する礫間中より、遺物は出土していない。

第9号配石（第4・8図）

［位置と確認J C-10グリッドに位置している。第III層上面を精査中に検出された。

［規模と形状］ 規模は、東西130cm、南北110cmを測り、比較的大形の角礫で構成される。南西側が

開口する「C」字形を基調とするものと思われる。開口部はおよそs-55°-w方向を示している。東
側にも礫の分布が認められるが、礫間相互の関係を把握することは困難である。

［施設］ 配石の下部に、土堀等の施設は検出できなかった。また同様に、内部及びその周囲に、焼

土や炭化物も検出されなかった。

［出土遺物］ 配石を構成する礫間中より、縄文時代後期前葉の士器片 2点と中葉の土器片 1点が出

士した。第 9図5は壺形の胴上部資料である。横位並行沈線で区画された縄文帯の下位に入組状の曲

線的文様が施され、単節RLを充填する。第 9図6は深鉢形土器の胴部破片資料である。沈線で入組

状文が施文され、単節LRを充填する。第 9図7は深鉢形土器の胴部破片資料である。並行沈線で区

画された文様帯に曲線的な区画沈線文を施し、無節Rを充填する。文様構造の把握は困難である。

（佐々 木雅裕）

第2節溝跡

C-11 グリッド、 C-15~C-17グリッド、 D-17グリッドにおいて、溝跡 3 条が検出された。そ

れらの位置関係は第 3~5 図に示す。
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第 1号溝跡（第 5・8図）

［位置と確認] C -15グリッド-C-17グリッドに位置する。第11I層を精査中に検出された。

［重複］ 第1号溝跡として同一に扱ったが、 C-17グリッドで主軸方位を異にする溝が接続する。

［平面形・規模］ ほぼ直線状に検出され、検出長は10.6mを測る。調査区外へと延びるが、北東端

部が削平されている。上幅70-l70cm、下幅30-130cm、深さ20-50cmを測る。南北方向を主軸とし、

その主軸方位はN-25°-Eを示す。調査区外へ延びる東西方向を主軸とし、主軸方位がN-85°-Eを示

す溝が、 C-17グリッドで接続する。

［堆積土] 3層に大別される。焼土ブロックおよび炭化物が多量に混入し、人為的堆積を示すもの

と考えられる。

［壁・底面］ 底面はほぼ平坦であり、断面形は緩やかに立ち上がり逆台形状を呈する。

［出土遺物］ 堆積土中より縄文土器が1点、底面より珠‘洲系陶器が1点、石器が2点出土している。

第9図9は深鉢形土器の胴部破片である。単節LRを横位に施す。第9図8は珠‘洲系陶器で、溝跡底

面より出土した。甕の肩部片で、外面に13-15条の比較的深い平行叩き目が観察される。内面は丁寧

なナデと思われる調整を施し、当て具痕を部分的に残す。内外面ともに黄灰色で軟質である。器厚は

1.1-1. 4cmを測る。第 9図10・11は珪質頁岩製の不定形石器である。第 9図10は背面に原礫面を大き

く残す。背面左側縁および腹面右側縁の一部に細部調整を加え刃部を作出している。上端部を折損し、

腹面側から調整を加えている。長さ5.6cm、幅3.6cm、厚さ1.8cm、重量34.3gである。第 9図11は素

材の末端および腹面側左側縁に細部調整を加え、刃部を作出している。上部を折損する。現長3.3cm、

幅5.0cm、厚さ1.7cm、重量20.1gである。

［小結］ 溝跡底面より珠洲系陶器が出土していることから、本遺構は中世に属するものと思われる。

第2号溝跡（第 4・6図）

［位置と確認] C-11グリッドに位置する。第III層を精査中に検出された。

［重複］ 第4号配石と重複関係にある。

［平面形・規模］ ほぼ直線状に検出され、検出長は185cmを測る。さらに調査区外へと延びる。上

幅60-70cm、下幅25-40cm、深さ33cmを測る。東西方向を主軸とし、その主軸方位はN-45°-Eを示す。

［堆積土] 2層に大別され、シルト質土壌が堆積する。

［壁・底面］ 底面はほぼ平坦であり、断面形は緩やかに立ち上がり逆台形を呈する。

［出土遺物］ 堆積土中より縄文土器が出土している。第 9図12は深鉢形上器の胴部破片である。地

文に単節RLを施し、入組状文を施文する。内面にはナデ調整を施す。第 9図13は深鉢形土器の胴部

破片で、並行沈線文を施し単節LRを充填する。内面にはナデ調整を施す。

［小結］ 部分的な検出状況であるが、本遺構は第 1号溝跡にほぼ直交する主軸方位を示すことから

同様の時期に属するものと考えられる。

第3号溝跡（第 5・8図）

［位置と確認] D-17グリッドに位置する。第川層を精査中に検出された。

［重複］ なし。
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［平面形・規模］ ほぼ直線状に検出され、検出長は55cmを測る。さらに調杏区外へと延びる。上幅

60-70cm、下幅25-40cm、深さ33cmを測る。東西方向を主軸とし、その主軸方位はN-45°-Eを示す。

［堆積土] 1層に大別され、シルト質土壌が堆積する。

［壁・底面］ 底面はほぼ平坦であり、断面形は緩やかに立ち上がり「U」字形を呈する。

［出土遺物］ 底面より珠洲系陶器が出土している。第 9図14は大甕の体部下半部の破片資料で、外

面に10-15条の比較的深い平行叩き目が観察される。内面は丁寧なナデと思われる調整を施し、当て

具痕を部分的に残す。内外面ともに灰色で部分的に褐灰色を示し、軟質である。器厚は0.8-1. 8cmを

測る。

［小結］ 本遺構は第 1号溝跡にほぼ直交する主軸方位を示している。また、第 1号溝跡と同様、溝

跡底面より珠洲系陶器が出土したことを考え合わせ、第 1号溝跡と同様の時期に属するものと思われ

る。

（佐々 木雅裕）
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第5章遺構外出士遺物

第 1節遺構外出t士器

土器の平面分布は、緩斜面上位（調査区南側）から下位（調査区北側）に向うに従い密になる傾向

が窺われ、特定のグリッドに集中するものではなく、等高線に沿った分布傾向を示すことが看取され

る。

第 1群土器（第11図）

縄文時代前期末葉に位置する円筒下層 d式に相当するものを本群として一括した。 1は深鉢形土器

の胴部破片資料で、単軸絡条体第 1類が施文されている。 2は深鉢形土器の口頚部破片資料で、単軸

絡条体第 1類を横位に施文する。 3・4は隆帯による区画文を有する深鉢形土器である。 3は隆帯上

に連続する刺突文が加えられ、その下位に単軸絡条体第 lA類が施文される。 4は口頚部文様に単軸

絡条体第 1類を横位に施文し、下位には単節LRが施文されている。 5・6は同一個体の底部破片資

料で、胴部文様として多軸絡条体が施文されている。

第II群土器（第11図）

縄文時代中期後半に位置する榎林式に相当するものが、僅かに 1点出土した。 7は深鉢形土器の胴

部破片資料で、単節LRを地文とし、 3条の沈線により文様を創出する。

第皿群土器（第11図）

縄文時代中期末葉に位置する大木10式併行に相当するものを一括した。 8・9はともに深鉢形土器

の胴部破片資料である。 8は単節RLを地文とし、沈線により曲線的な区画文を描出する。 9は沈線

による曲線的な区画文を施し、単節LRを充填する。

第JV群土器（第11図～第12図•第14図）

縄文時代後期前葉に位置する十腰内 I式に相当するものを一括した。10は深鉢形土器の胴部資料で、

多条沈線により文様を描出している。 11は微隆起帯による文様が付され、隆帯の両端に沈線を施す。

12-16は壺形土器の体部破片資料である。 12-15は横帯区画を施し、縄文を充填する。 16は球胴形を

呈する大形の壺形土器である。口縁部を欠損するため具体的な形状は不明である。 17・18・84は口縁

端部に連続的に刺突を加える深鉢形上器の同一個体資料で、口縁部には並行沈線が巡る。 19-24は胴

部に脹らみを有し、口縁部が外反する器形を呈する無文の深鉢形土器である。この内22-24は同一個

体資料である。 25-27は単軸絡条体第 5類を施す深鉢形士器の一群である。 25は折返し口縁を呈する

深鉢形土器で、折返し部には横位方向、体部には縦位方向に単軸絡条体第 5類を施す。

第V群土器（第12-14図）

縄文時代後期中葉に位置する土器群に相当するものを一括した。本土器群は、比較的狭い調査区に

おいて最も量的に安定した様相を示している。この時期の土器群は、東北地方北部においては十腰内

II式.III式（磯崎： 1968)、南部においては宝ヶ峯式（伊東： 1957)、宮戸IIa、IIb式（後藤： 1956、

1957) に相当するもので、関東地方の加曽利B式に併行するものである。

28-33・38は並行沈線化された磨消縄文が施されている土器である。 28-30・38は横帯文中に単位

文を施す。 28は深鉢形土器の口縁部資料で、耳状を呈する立体的な突起を口縁部に有する。突起下の

- 18 -



横帯文中に弧状単位文を配し、横帯文中の細帯を区切る。施文工程は縄文施文の後、横帯区画を施し、

その後区切文を配する。 29・30は深鉢形土器の胴上半部資料で、 28と同一の施文工程及び文様帯を構

成する。横帯文中の最下端に位置する細帯に弧状単位文が加わり、横帯文の下位はミガキ調整を施し

無文にする。 38は深鉢形土器の胴部資料で、地文に単節RLを縦位に施し、横帯文が配される。横帯

文中の細帯は縦に連続する二個一対の短縦沈線文で区切られる。 68は山形状を呈する波状口縁深鉢形

土器の口縁郭資料で、口縁端部の肥厚が著しく、断面形が三角形状を呈する。口縁部上端はミガキ調

整による無文帯を構成し、その下端に横帯文が配される。横帯文中の細帯は二個一対の短縦沈線文で

区切られる。 34-37・40は区画沈線を施し、その上位と下位を異なる文様表出より構成される。 35・

36は深鉢形土器の胴部破片で、横位に区画沈線を施す。上位に単節RLを施文し、下位を無文帯に構

成する。 37は深鉢形土器の胴部破片で、横位に区画沈線を施文する。上位に刺突文が施され、刺突文

の一部が区画沈線に貰入する。また、下位はミガキ調整を施し無文にする。 40-42は口縁から頚部の

屈曲部へ直線的に移行し、胴下半がやや脹らみをもちながら底部に至る器形を呈する。 40は屈曲部直

下に横位区画帯を配し、単節RLを充填する。 41・42は屈曲部上位を無文帯、下位を縄文帯に構成す

る。 43-46は磨消縄文を構成する描線に沿って連続的な刺突文を加える。 43は大波状口縁を呈する深

鉢形土器である。波頂部に装飾突起を有するが欠損する。口縁の波形に沿って沈線が施され、入組状

の区画文様が創出される。口縁端部ともに単節LR充填後、描線に沿って連続的な刺突を施す。 46は

台付深鉢形土器の台部資料である。台部が連結する直上に横帯区画が施され、単節RLを充填する。

横帯区画の上下両端には連続的な刺突が施されている。47-51は曲線的・直線的な区画沈線文を施す。

47は口縁が直線的に外反する深鉢形土器の口縁部資料で、口縁部に縄文帯を配し、下位の無文部には

単節RLを充填する直線的な区画沈線文が施される。 48-51は曲線的な区画沈線文を施し、縄文を充

填する。 52-67・69-77は口縁部資料である。 52・53・55は深鉢形士器の同一個体資料で、単節LR

を横位に施す。口縁端部・ロ縁部外側端部に横方向のナデ調整を施し、口縁端部形態が平坦あるいは

外側に傾く。 56-60・78は口縁端部に横方向のナデ調整を施し、平坦に作出する。 61-67・69-76は

口縁端部内面が肥厚する。特に69-71は口縁端部内面の肥厚が顕著で、断面形が三角形状を呈する。

72-74・77は口縁部に横帯区画を施す。 72・74は横帯区画の上位を無文帯、下位を縄文帯に構成する。

77は2段の刻目帯を構成する。 78・79は壺形土器の破片資料である。 78は口縁部資料で、異節縄文を

施す。 79は体部上半資料で、曲線的な区画文様を配し、単節RLを充填する。 80-82は注口士器の体

部と思われる同一個体資料で、 83は推定復元図である。球胴状を呈する器形で、内面に輪積痕を顕著

に残す。体部中央に横位区画が施され、櫛歯状工具により縦位に連鎖する弧状文を描出し、単線で細

線を縁取る。

第VI群土器（第14図86)

土師器を一括した。 86は体部下半が外反ぎみに立ち上がる甕の底部資料である。成形に際してはロ

クロは使用していない。底径は9.3cmを測る。内面はヘラナデ及びヨコナデ調整が施され、体部外面

にはヘラケズリ調整が施されている。

土製品（第14図87・88)

87はミニチュア士器の底部資料、 88は土製円盤である。 88は土器の胴部破片を素材とし、素材の周

囲に打撃を加え円形に作出する。 （佐々 木雅裕）
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第2節遺構外出士石器

本調査で検出された石器には、主な器種として石鏃・不定形石器・石核・石錘・凹石•石皿が含ま

れる。調査面積が狭いことも起因の 1つであろうが、出土点数が少なく、不定形剥片石器が量的比率

を占める傾向にあるが、その量的比率は当該時期の一般的傾向を示しているものと考えられる。これ

らの分布状況は、出上土器と同様に、緩斜面上位から下位に向かって密になる傾向が窺われ、等高線

に沿った分布傾向が看取される。しかし同時に、緩斜面上位に位置する C-16グリッドで量的にまと

まる分布傾向も窺える。また、接合関係は認められなかったものの、素材に原礫面を残すものが多く

看取され、同一の母岩と考えられるものが含まれている。以下、器種単位に順次説明することにする。

石鏃（第15図1)

石鏃は 1点のみの出土である。 1は珪質頁岩製の剥片を素材とし、基部を剥離作業工程において節

理部分で折損したことが看取される。周縁に細かい調整を加え、先端部を作出しているが、両側縁は

基部側が直線的で、調整があまり施されておらず、素材の比較的大きな剥離面を留めている。現長2.

4cm、幅1. 4cm、厚さ0.4cm、重量0.7 gである。

不定形石器（第15図 2~13)

2は背面に原礫面を残す珪質頁岩の剥片を素材とし、その左右側縁の一部に細部調整を加えている。

下部は折断され、その折断面の一部に細部調整を加えている。単剥離面打面で、打面調整は認められ

ない。長さ3.0cm、幅4.2cm、厚さ0.8cm、重量7.6gである。

3は背面に原礫面を残す珪質頁岩製の剥片を素材とし、その鋭利な左側縁腹面側の一郭に細部調整

を加えている。下部は剥離方向とほぼ直角に折断されている。打面は平坦な原礫面である。長さ4.0cm、

幅4.2cm、厚さ1.7cm、重量22.0gである。

4は珪質頁岩製の縦長の剥片を素材とし、その腹面側の左側縁に緩斜度の連続的な調整を加え、挟

入状の刃部を作出している。腹面側の右側縁の一部にも微細な調整が加えられている。下部を折断し

ている。打面は平坦な原礫面である。長さ3.9cm、幅3.7cm、厚さ1.4cm、重量17.9 gである。

5は背面に原礫面を残す珪質頁岩の剥片を素材とし、その右側縁の一部に細部調整を加えている。

下部は剥離方向とほぼ直角に折断されている。打面は単剥離面打面で、打面調整は加えられていない。

長さ2.5cm、幅3.6cm、厚さ0.9cm、重量6.1gである。

6は珪質頁岩製の剥片を素材とする。素材の下部を折損し、右側縁に比較的緩斜度の連続的な調整

を加え、左側縁には扶状の刃部を作出している。長さ5.1cm、幅4.6cm、厚さ1.1cm、重量11.6 gである。

7は背面に大きく原礫面を残す珪質頁岩製の縦長剥片を素材とし、その左側縁背面側および右側縁

腹面側に部分的な細部調整を加えている。上部を折断している。長さ4.4cm、幅3.1cm、厚さ1.1cm、

重量12.0 gである。

8は背面に原礫面を残す珪質頁岩製の剥片を素材とし、その鋭利な左側縁に比較的緩斜度の連続的

な調整を加え、直線的な刃部を作出している。背面は同一の打面から剥離された 3面の並行的な剥離

面から構成され、両側縁に平行する 2本の稜線が形成されている。素材の打面を残し、打面調整は認

められない。長さ4.9cm、幅3.1cm、厚さ1.1cm、重量12.7 gである。

9は珪質頁岩製の横長の不定形剥片を素材とし、背面が多方向からの剥離面で構成されている。腹
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面の左右側縁の一部に交互に細部調整を加えている。長さ3.7cm、幅5.4cm、厚さ1.3cm、重量14.2 g 

である。

10は珪質頁岩製の横長の不定形剥片を素材とする。素材の上端を折損し、横方向から平坦な調整を

加え打瘤部を除去している。また、その鋭利な左右両側縁に部分的に微細な剥離痕が認められる。長

さ6.2cm、幅7.4cm、厚さ1.7cm、重量58.1gである。

11は珪質頁岩製の剥片を素材とする。その上端および左側縁を折損し、左右両側縁に急斜度で比較

的深い細部調整を連続的に加え、刃部を作出している。長さ5.5cm、幅2.7cm、厚さ1.8cm、重量19.5 g 

である。

12は珪質頁岩製の剥片を素材とし、平面が三角形状を呈する。素材の末端部分に表裏から連続的な

調整を加え、先端で交差する直線的な刃部を作出している。また、左側縁を折断し、その折断面の一

部および右側縁にも連続的な細部調整を加えている。打面は平坦な原礫面である。長さ5.6cm、幅

6.5cm、厚さ1.5cm、重量45.4gである。

13は珪質頁岩製の剥片を素材とし、その腹面側の縁辺部に急斜度で比較的深い細部調整を連続的に

施し、鋸歯状刃部を作出している。刃部の平面形は多辺形状で、不整形である。打面は平坦な原礫面

である。長さ4.9cm、幅5.7cm、厚さ1.8cm、重量46.7 gである。

石核（第16図14・15)

14は珪質頁岩製の大形剥片を素材とし、上面を連続的に剥離した後に、これを打面とし、図正面の

上端から縦長の剥片を 1枚剥離している。作業面は長さ4.8cm、幅5.0cmで、重量は44.8gである。

15は珪質頁岩の円礫を素材とし、図正面の左横方向から平坦に打ち割り、上面の平坦な原礫面を打

面とする。この打面から正面の作業面において、数枚の剥片が連続的に剥離されている。下面、背面、

両側面は原礫面である。作業面は長さ4.3cm、幅5.1cmで、重量は53.3gである。

剥片（第16図16・17)

16は黒曜石製の剥片で、長さ1.6cm、幅2.3cm、厚さ0.5cm、重量1.3 gである。打面は平坦な原礫面

である。

17は珪質頁岩製の縦長剥片で、長さ4.6cm、幅2.4cm、厚さ0.6cm、重量2.6gである。打面は小さく、

面を留めていない。

礫石器（第16図18・19)

18は乳棒状を呈する細長い凝灰岩の礫を利用した凹石である。表裏両面の比較的平坦な部分に、特

に敲打痕の集中する箇所が2箇所ずつ認められる。左側縁下端を大きく折損する。器長12.lcm、器幅

5.5cm、器厚3.8cm、重量300.9 gである。

19は安山岩製の石錘である。上端部に表裏面から挟状の調整が施され、下端を大きく折損する。器

長5.0cm、器幅5.6cm、器厚2.3cm、重量63.8gである。

（佐々 木雅裕）
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第6章 調在の成果

第V群士器に内在する問題点

第V群土器は、比較的狭い調査区において最も量的に安定した様相を示し、岩木山麓における縄文

時代後期中葉土器群の実態を明らかにする資料と言える。その中でも、第14図80~82 に掲載した注口

土器の体部資料と思われる一群を特筆事項として挙げられる。全体形状及び文様構成を復元するに、

充分な残存率を示すとは言い難い（注口部及び口縁部は残存していない）が、球胴状を呈する器形を

有し、櫛歯状工具による縦位に連鎖する弧状文を描出し、単線で細線を縁取る描出手法を用いている

のが注意される。櫛歯状工具による入組連鎖弧状文は十腰内 I・II式の深鉢形土器との関連性を示し

ながらも、形態・文様描出手法上、十腰内 I・II式とは区別される特徴があり、それらが漸移的に生

成される過程としての系統的連続を辿ることは困難である。以上のことを考え併せ、本資料を堀之内

2式終末から加曽利B1式の範疇にある土器と捉え、類似する形態・文様要素・文様描出手法を用い

る注口土器を周辺地域に求めると、宮城県宝ヶ峯遺跡・福島県荒小路遺跡・同県番匠地遺跡に代表さ

れる東北地方南部地域に主体的に認められる。また、秋田県藤株遺跡では北限とされる堀之内 2式の

注口土器の出土例が認められる。関東地方堀之内 2式・加曽利B式との編年的関係・系統的関連を検

討する分析手続きが必要であると同時に、地域間交渉による受容と変容のプロセスを現象的側面から

相互的に追究することも課題となろう。 （佐々 木雅裕）
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